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教
養
科
目
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に

お
い
て
は
、
従
来
の
授
業
内
容

を
よ
り
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
、
大
胆
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

革
を
行
っ
た
。

　

教
養
科
目
で
は
、
日
本
の
歴

史
や
法
律
な
ど
を
学
ぶ
「
自
己

理
解
系
科
目
」
と
、
世
界
の
歴

史
や
政
治
・
思
想
な
ど
を
学
ぶ

「
他
者
理
解
系
科
目
」
を
設
け
、

自
国
の
文
化
へ
の
理
解
を
深
め

な
が
ら
他
国
の
文

化
を
尊
重
す
る
国

際
人
の
育
成
を
め

ざ
す
。

　

ま
た
、
従
来
の
１

年
次
、
３
年
次
、
４

年
次
の
ゼ
ミ
に
加

え
、
２
年
次
後
期
に

「
プ
レ
ゼ
ミ
」
を
設

置
。
３
年
次
以
降
の

ゼ
ミ
に
向
け
た
研

究
の
基
礎
的
な
力

を
磨
く
機
会
を
設

け
た
。
さ
ら
に
、
１

年
次
後
期
に
は
「
興

動
人
入
門
ゼ
ミ
」
を

新
設
。
本
学
が
育

成
を
め
ざ
す
「
ゼ
ロ

か
ら
立
ち
上
げ
る
」

興
動
人
と
し
て
、
企

画
立
案
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

１
年
次
生
全
員
が

経
験
す
る
実
践
的

な
学
び
の
環
境
が

整
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
授
業

で
の
様
子
や
今
後

の
取
り
組
み
の
方

向
性
に
つ
い
て
、
興

動
館
科
目
創
造
セ

ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー

長 

兼 

教
養
教
育
部

主
任
の
濵
田
敏
彦

教
授
に
聞
い
た
。

　
「
観
光
や
ビ
ジ
ネ

ス
な
ど
で
海
外
の

人
と
関
わ
る
機
会

が
増
え
て
い
る
時

代
に
お
い
て
、
互

い
を
理
解
し
あ
い
、

尊
重
し
あ
う
力
は

ま
す
ま
す
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
そ

　

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
日

本
語
教
育
に
も
今
ま
で
以
上
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
従
来
か
ら

１
年
次
の
科
目
で
あ
っ
た
「
日

本
語
文
章
表
現
」
を
、
平
成

25
年
度
か
ら
必
修
化
し
た
。
単

位
認
定
に
は
、
授
業
で
の
成
績

に
加
え
て
、
公
益
財
団
法
人

日
本
漢
字
能
力

検
定
協
会
が
実

施
す
る
「
文
章

読
解
・
作
成
能

力
検
定
（
文
章

検
）」
の
３
級

合
格
ま
た
は
、

「
文
章
読
解
・

作
成
能
力
テ
ス

ト
」
１
４
０
点

以
上
が
条
件
と

な
っ
て
い
る
。

　

日
本
語
科
目

を
担
当
す
る
木
本
一
成
准
教
授

に
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
導
入
後

の
学
生
の
学
び
に
つ
い
て
聞
い

た
。

　
「
こ
こ
で
は
、
論
文
の
よ
う

な
学
術
的
文
章
作
成
の
基
礎
と

と
も
に
、
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
書
簡
文
の
書
き

方
な
ど
、
社
会
生
活
に
必
須
の

文
章
表
現
力
を
磨
き
ま
す
。
本

学
で
は
、
興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
で
学
生
が
社
会
人
や
地

域
の
方
々
と
接
す
る
機
会
が
豊

富
に
あ
り
、
学
生
か
ら
は
“
企

画
の
依
頼
や
お
礼
状
な
ど
も
自

信
を
持
っ
て
作
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
”
と
い
う
声
も
増
え
ま

し
た
。

　

ま
た
、文
章
検
３
級
合
格
後
、

準
２
級
や
２
級
を
め
ざ
す
学
生

も
多
く
、
意
欲
に
応
え
る
環
境

を
さ
ら
に
整
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
、
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
も
語
っ
た
。

　

本
学
の
教

育
・
学
習
支

援
セ
ン
タ
ー

内
に
あ
る
日

本
語
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
サ

ポ
ー
ト
コ
ー

ナ
ー
で
は
、

検
定
に
向
け

た
自
主
的
な

学
習
を
積
極

的
に
支
援
し

て
い
る
。
平

成
27
年
度
か
ら
は
２
級
合
格
者

が
学
習
支
援
を
行
う
Ｓ
Ａ
（
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ア
シ
ス
タ
ン

ト
）
制
度
を
導
入
し
た
。
Ｓ
Ａ

を
担
当
す
る
学
生
に
と
っ
て

も
、
学
ん
だ
知
識
を
人
に
伝
え

る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い

る
。

　

日
本
語
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
サ

ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
は
、
今
秋
完

成
す
る
明
徳
館
に
移
転
す
る
予

定
だ
。
今
後
の
学
習
環
境
の
拡

充
に
、
学
生
か
ら
も
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。

両
方
を
磨
い
て
い
ま
す
。
授
業

に
臨
む
姿
勢
は
真
面
目
で
前
向

き
で
す
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
一

歩
踏
み
出
し
、
学
生
が
自
ら
の

力
で
新
し
い
発
見
や
経
験
を
重

ね
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
、
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

と
意
欲
を
熱
く
語
っ
た
。

　

本
学
の
教
育
内
容
は
、
学
び

の
意
欲
を
引
き
出
し
、
こ
れ
か

ら
も
さ
ら
に
進
化
し
続
け
て
い

く
だ
ろ
う
。

る
。
英
語
科
目
担
当
の
山
本
貴

裕
教
授
は
、
授
業
の
様
子
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
45
分
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間

内
で
集
中
し
て
勉
強
で
き
て
い

　

本
学
は
、「
学
生
定
員
確
保
」

よ
り
も
「
教
育
の
質
保
障
」
を

優
先
す
る
と
い
う
方
針
の
も
と

に
入
試
改
革
を
行
い
、
平
成
25

年
度
入
学
試
験
よ
り
合
格
ラ
イ

ン
を
引
き
上
げ
た
。
さ
ら
に
、

新
し
い
合
格
基
準
で
入
学
し
た

学
生
の
力
を
伸
ば
す
た
め
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
も
力
を
注

ぎ
、
平
成
27
年
度
よ
り
次
の
３

つ
を
基
礎
と
す
る
新
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
施
行
し
た
。

①
社
会
人
と
し
て
身
に
つ
け
て

お
く
べ
き
基
礎
的
教
養
の
習

得
②
実
践
的
な
英
語
運
用
能
力
の

習
得

③
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
役
立
つ

専
門
知
識
の
習
得

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果

に
基
づ
き
、
一
定
水
準
以
上
の

学
力
と
高
い
学
習
意
欲
を
備
え

た
学
生
を
迎
え

る
と
と
も
に
、

よ
り
学
び
や
す

く
、
成
長
で
き

る
環
境
へ
と
現

在
も
進
化
を
続

け
て
い
る
。

　

入
試
改
革
４

年
目
を
迎
え
、

改
革
の
手
応
え

に
つ
い
て
前
川

功
一
学
長
に
話

を
聞
い
た
。

　
「
入
学
試
験

の
合
格
ラ
イ
ン

の
引
き
上
げ
に

よ
り
入
学
者
数

は
減
少
し
ま
し

た
が
、
志
願
者

数
は
ゆ
る
や
か

に
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
高
校
の
先
生
方
か

ら
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
成
績

上
位
の
生
徒
に
本
学
へ
の
受
験

を
勧
め
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
と
い
う
声
も
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
入
試
改
革
や
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
革
を
行
う
本
学
の
本
気

の
姿
勢
が
、
浸
透
し
て
き
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、本
学
の
教
員
か
ら
は
、

“
キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰
囲
気
が
変

わ
っ
た
”、“
学
生
の
授
業
に
対

す
る
集
中
度
合
い
が
高
ま
っ

た
”
と
い
う
声
も
多
く
、
学
生

た
ち
の
今
後
の
さ
ら
な
る
成
長

に
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
、
改

革
の
確
か
な
手
応
え
を
力
強
く

語
っ
た
。

２
面
「
山
の
上
10
番
地
食
堂
」オ
ー
プ
ン

３
面
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
岡
本
ゼ
ミ
の
戦
争
の
記
憶
継
承
活
動

４
面

平
成
27
年
度
学
位
記
授
与
式
挙
行

５
面
平
成
27
年
度
就
職
活
動
を
振
り
返
る
／
平
成
27
年
度
主
な
就
職
先
一
覧

６
面
平
成
28
年
度
入
学
試
験
結
果
／
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

本学の入学試験会場の様子

　

本
学
は
、
平
成
25
年
度
入
学
試
験
よ
り
合
格
ラ
イ
ン
を
引
き
上
げ
、
新
し
い
合
格
基
準
で
入
学
し
た
学
生

の
学
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
力
を
注
い
で
き
た
。
今
回
は
、
入
試
改
革
４

年
目
の
現
状
と
展
望
、さ
ら
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
柱
と
な
る
「
英
語
教
育
」「
日
本
語
教
育
」「
教
養
科
目
」

「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
等
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

入
試
改
革
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の

手
応
え
と
さ
ら
な
る
ビ
ジ
ョ
ン

�

未
来
を
切
り
拓
く
確
か
な
基
礎
を
構
築

45分英語の授業の様子

学生支援員 (SA) 指導の様子

入
試
改
革
の
歩
み
に
確
か
な
手
応
え

中
四
国
大
学
ブ
ラ
ン
ド
力

第
10
位
に

入試改革4年目を迎えて
現場目線から見る「入試改革」の今

日本最大級の
アカデミック・コモンズ

「明
め い と く か ん

徳館」が今秋完成！
　開学 50 周年記念事業として、10 階建の新校舎が平
成 28 年 11 月に完成する。この「明徳館」は、全国で
も珍しいアカデミック・コモンズで、図書館や教室とは
違った学びが可能。
　可動式の椅子や机でグループワークしやすく、自主
的に学ぶ姿勢を育てるフロア（アクティブ・ラーニング・
コモンズ）や、学習相談ができるスペースなどを設置。
またリラックスできるカフェフロアもあり、学生の自由
なアイディア創造空間として学ぶ意欲を刺激する。
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日
系
Ｂ
Ｐ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
が
ま
と
め
た
「
大
学
ブ
ラ
ン

ド
・
イ
メ
ー
ジ
調
査（
２
０
１
５

―

２
０
１
６
）」
に
よ
る
と
、

中
四
国
の
国
公
立
を
含
む
主
要

58
大
学
で
、
本
学
が
大
学
ブ
ラ

ン
ド
力
10
位(

女
子
大
を
除
く

私
大
文
系
で
は
１
位)

に
ラ
ン

ク
イ
ン
し
た
。
こ
の
調
査
は
、

中
四
国
に
住
む
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ソ
ン
を
対
象
に
、
大
学
や
在
学

生
に
抱
く
イ
メ
ー
ジ
49
項
目
に

英
語
を
日
常
の
一
部
に

　
「
日
常
会
話
レ
ベ
ル
の
実
践

的
英
語
運
用
能
力
の
習
得
」
を

め
ざ
し
て
、
１
年
次
に
対
し
て

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
毎
日

45
分
の
英
語
の
授
業
を
実
施
し

て
い
る
。
１
、２
年
次
生
の
必

修
英
語
に
は
、「
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
＆
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」「
リ
ス

ニ
ン
グ
＆
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
」「
ボ

キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
＆
グ
ラ
マ
ー
」

の
３
種
類
（
各
２
単
位
）
を
設

け
て
お
り
、
合
計
６
単
位
。
２

年
次
か
ら
は「
理
解（
イ
ン
プ
ッ

ト
系
）」
と
「
表
現
（
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
系
）」
の
ク
ラ
ス
を
設

け
、そ
れ
ぞ
れ
に「
基
礎
徹
底
」、

「
標
準
」、「
発
展
」
各
２
単
位

の
３
つ
の
レ
ベ
ル
を
設
置
。
習

熟
度
に
合
っ
た
ク
ラ
ス
で
学
べ

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ

れ
た
。
こ
の
中
で
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
い
」「
個

性
的
で
あ
る
」「
自
由
闊
達
で

あ
る
」「
面
白
み
が
あ
る
」
の

４
項
目
で
、
本
学
が
１
位
と

な
っ
た
。

　

学
生
を
受
け
入
れ
る
企
業
側

の
評
価
の
高
ま
り
は
、
こ
の
改

革
に
よ
っ
て
よ
り
一
層
高
ま

り
、
社
会
の
期
待
に
応
え
る
も

の
と
な
る
だ
ろ
う
。

国
際
人
に
必
須
の
教
養
を
培
う

う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生

き
る
力
を
培
う
た
め
の
基
礎

が
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
教
養

科
目
と
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
す
。

　

学
生
た
ち
は
、
日
本
と
世
界

の
歴
史
や
文
化
へ
の
知
識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
興
動
人
入
門

ゼ
ミ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
中
心
と
し
た
実
践
的
な
学

び
を
１
年
次
か
ら
経
験
し
て
い

く
こ
と
で
、
知
識
と
実
践
力
の

る
よ
う
で
す
。
ま
た
何
度
も
テ

ス
ト
が
あ
る
た
め
、
み
ん
な
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
英

語
が
苦
手
な
学
生
に
は
中
学
・

高
校
の
基
礎
レ
ベ
ル
か
ら
復
習

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
、“
英

語
が
少
し
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

た
”
と
い
う
学
生
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。」

　

こ
う
し
た
授
業
で
芽
生
え
た

意
欲
を
さ
ら
に
伸
ば
す
機
会
と

し
て
、
留
学
生
と
の
交
流
を
深

め
る
『
広
い
世
界
に
飛
び
出
そ

う
』（
興
動
館
科
目
）
の
履
修

も
推
奨
し
て
い
る
。
今
後
は
、

一
人
ひ
と
り
の
習
熟
度
を
さ
ら

に
深
め
て
い
け
る
授
業
体
系
を

整
え
て
い
く
方
針
だ
。

文
章
読
解
・
作
成
の

基
礎
を
徹
底
習
得

N EWS
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年間イベントスケジュール（予定）

〜
オ
ス
ス
メ
は
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
「
パ
ズ
ル
ラ
ン
チ
」
〜

選
べ
る
楽
し
さ
「
パ
ズ
ル
ラ
ン
チ
」

　
「
パ
ズ
ル
ラ
ン
チ
」
は
、
好

き
な
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
合
わ
せ

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ラ
ン
チ
セ
ッ

ト
が
作
れ
る
点
が
特
徴
だ
。
プ

レ
ー
ト
（
お
か
ず
）・
ご
飯
・

汁
物
で
構
成
さ
れ
、「
６
マ
ス
」

「
４
マ
ス
」
い
ず
れ
か
選
ん
だ

「
血
液
サ
ラ
サ
ラ
」「
鉄
分
強

化
」
な
ど
、
健
康
を
テ
ー
マ
に

し
た
「
栄
養
テ
ー
マ
小
鉢
」
も

提
供
。
健
康
状
態
に
あ
わ
せ
て

選
べ
る
。
何
を
選
べ
ば
い
い
か

迷
う
と
き
に
は
、
他
の
お
か
ず

と
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

た
組
み
合
わ
せ
の
「
バ
ラ
ン
ス

プ
レ
ー
ト
」
が
オ
ス
ス
メ
だ
。

学
生
に
人
気
の
定
番

メ
ニ
ュ
ー
も
充
実

　

学
生
に
人
気
の
丼
や
カ

レ
ー
、
麺
類
等
は
、
定
番
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
さ
れ
る
。

カ
ツ
丼
や
肉
う
ど
ん
な
ど
は
も

ち
ろ
ん
、
日
替
わ
り
メ
ニ
ュ
ー

も
あ
り
、
充
実
し
た
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。

　

通
常
メ
ニ
ュ
ー
と
は
別
に
年

間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
そ
っ
て
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
メ
ニ
ュ
ー
を

提
供
。

　

有
名
店
と
コ
ラ
ボ
し
た
「
松

屋
の
牛
め
し
」、「
神
田
カ
レ
ー

グ
ラ
ン
プ
リ
」
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
や
、
全
国
各
地
の
ご
当

地
ラ
ー
メ
ン
が
食
べ
ら
れ
る

「
ラ
ー
メ
ン
紀
行
」
等
を
実
施

予
定
。
そ
の
他
に
も
、「
冷
や

し
麺
フ
ェ
ア
」
な
ど
の
シ
ー
ズ

ン
フ
ェ
ア
等
を
実
施
予
定
だ
。

プ
レ
ー
ト
に
合
わ
せ
好
き
な
メ

ニ
ュ
ー
を
自
由
に
組
み
合
わ

せ
、
汁
物
も
選
択
す
る
事
が
出

来
る
。

　

選
べ
る
メ
ニ
ュ
ー
は
13
種
類

も
の
お
か
ず
と
２
種
類
の
汁

物
、
計
15
種
類
あ
り
、
組
み
合

わ
せ
は
多
種
多
様
。
日
替
り
メ

ニ
ュ
ー
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て

お
り
、
毎
日
利
用
し
て
も
飽
き

の
来
な
い
メ
ニ
ュ
ー
構
成
と

な
っ
て
い
る
。
６
マ
ス
プ
レ
ー

ト
は
５
０
０
円
、
４
マ
ス
プ

レ
ー
ト
は
４
０
０
円
で
提
供
さ

れ
る
。

　

選
べ
る
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

「
山
の
上
10
番
地
食
堂
」
オ
ー
プ
ン

　

平
成
27
年
９
月
28
日
、
細
井

ゼ
ミ
の
学
生
は
広
越
株
式
会
社

が
経
営
す
る
店
舗
の
デ
ー
タ
を

分
析
し
、
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ

企
画
立
案
を
行
っ
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
の
は

「
八
雲
」
と
「
廣
徳
樓
」
の
２

店
舗
で
、
そ
れ
ぞ
れ
デ
モ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ー
タ
（
人
口
統

計
学
的
な
デ
ー
タ
）
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
、

そ
こ
で
学
生
の

視
点
か
ら
顧
客

ニ
ー
ズ
を
検
討

し
、
商
品
企
画

の
プ
レ
ゼ
ン
を

お
こ
な
っ
た
。

そ
の
際
、
実
際

の
店
舗
の
客
層
、

時
間
帯
を
吟
味

し
、
対
象
と
な

る
顧
客
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
す
る
か
な
ど

を
企
画
書
に
盛

り
込
ん
だ
。

　

平
成
27
年
11
月
27
日
、
林
ゼ

ミ
の
学
生
は
大
正
製
薬
株
式

会
社
の
新
商
品

で
あ
る
「
Ｒ
Ａ

Ｉ
Ｚ
Ｉ
Ｎ
」
の

Ｃ
Ｍ
企
画
の
提

案
を
お
こ
な
っ

た
。
企
業
か
ら

商
品
説
明
を
受

け
た
あ
と
、
広

告
代
理
店
博
報

堂
の
Ｃ
Ｍ
プ
ラ

ン
ナ
ー
か
ら
商

品
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い

て
レ
ク
チ
ャ
ー

を
受
け
、
４
つ

の
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
実

施
。
若
者
向
け
の
新
商
品
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
実
際
の
商
品

を
手
に
し
た
学
生
は
思
い
思
い

に
商
品
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

を
話
し
合
っ
た
。
そ
の
後
、
ポ

イ
ン
ト
を
整
理
し
、
絵
コ
ン
テ

作
成
を
し
て
チ
ー
ム
ご
と
に
企

画
の
発
表
を
行
っ
た
。

　

大
正
製
薬
担
当
者
か
ら
の
評

価
・
助
言
を
受
け
な
が
ら
実
践

形
式
で
Ｃ
Ｍ
制
作
の
企
画
立
案

を
体
験
し
た
。
学
生
ら
は
、
Ｐ

Ｒ
の
手
法
だ
け
で
な
く
、
自
分

の
考
え
を
ま
と
め
発
言
す
る
こ

と
の
重
要
性
も
学
ん
だ
よ
う

だ
。
こ
の
様
子
は
、
平
成
27
年

12
月
11
日
Ｒ
Ｃ
Ｃ
テ
レ
ビ
「
ラ

ン
キ
ン
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
！
」
で
放
送

さ
れ
た
。

商品化された海鮮丼を前にする細井教授と学生たち

学科の学び
を
活
か
し
て
産
学
連
携

　

本
学
で
は
、
企
業
と
連
携
し
て
商
品
の
Ｐ
Ｒ
や
開
発
、
販
売
の
手
法
な
ど
様
々
な
角
度
か

ら
実
践
的
な
学
び
を
取
り
組
む
ゼ
ミ
が
数
多
く
あ
る
。

　

平
成
27
年
度
で
は
、
経
営
学
科
の
細
井
ゼ
ミ
と
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
の
林
ゼ
ミ
が
そ

れ
ぞ
れ
各
企
業
の
店
舗
・
商
品
に
対
し
て
企
画
提
案
に
挑
ん
だ
。

経
営
学
科
で
は
顧
客
ニ
ー
ズ
の
分
析
を

メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
で
は
Ｃ
Ｍ
企
画
を

企業の方にプレゼンテーションを
する細井ゼミの学生

新商品のアピールポイントについて話し合う林ゼミの学生

細
井
ゼ
ミ
（
経
営
学
科
）

林
ゼ
ミ

（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
）

レ
ン
ジ
で
熱
々

「
ど
ん
ぶ
り
弁
当
」

　

弁
当
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
新

た
に
丼
弁
当
を
販
売
。
具
材

と
ご
飯
が
別
々
に
盛
り
付

け
ら
れ
る
容
器
で
電
子
レ

ン
ジ
も
対
応
、
熱
々
の
具
材

を
ご
飯
に
か
け
る
こ
と
で

出
来
立
て
の
よ
う
な
丼
を

味
わ
う
こ
と
が
出
来
る
弁

当
だ
。
そ
の
他
、
鶏
の
唐
揚

げ
な
ど
の
人
気
定
番
弁
当

も
販
売
す
る
。

【丼弁当】鶏の照り焼き丼

【丼弁当】
夏野菜とチキンカツカレー

第
一
学
生
食
堂
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

今
だ
け
の
お
い
し
さ

「
シ
ー
ズ
ン
フ
ェ
ア
」

　

旧
第
一
学
生
食
堂
が
厨
房
を
改
修
、
食
器
・
メ
ニ
ュ
ー
も
一
新
し
て
３
月
25
日
か
ら
「
山
の
上
10
番
地
食

堂
（
新
食
堂
名
）」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
新
食
堂
は
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
大
学
生
活
を
送

る
学
生
を
、栄
養
面
で
全
力
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、毎
日
楽
し
く
利
用
で
き
る
食
堂
を
目
指
し
、

新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
に
力
を
入
れ
る
。

2マスメニュー

4マスメニュー

パズルランチ ― PUZZLE LUNCH ―
STEP1：プレートを選ぶ

STEP2：プレートに合せておかずを選ぶ
1マスメニュー

STEP3：味噌汁かスープを選ぶ

4 月 5月 6月 7月 10月 11月 12月 1月

フ
ェ
ア

シ
ー
ズ
ン

コ
ラ
ボ

カレーフェア /タイ料理

春の味覚 夏のスタミナ /冷し麺 あんかけうどん /ご当地おでん

ご当地ラーメン /中華料理カレーフェア /タイ料理

春の味覚 秋の味覚秋の味覚夏のスタミナ /冷し麺 あんかけうどん /ご当地おでん

ご当地ラーメン /中華料理

厨房とカウンター回りを一新

営業時間
平日（月～金曜）・

定期試験期間 長期休暇期間

【朝食】 8:00～9:30 ―

【昼食】 9:30～15:00 10:30～14:30

※土曜、日曜、祝日、お盆、年末年始は休業。
※朝食は100円で定食を提供。

【ご当地イベント】
ラーメン紀行

【有名店コラボ】
神田カレー
グランプリ

【有名店コラボ】
松屋の牛めし

→

　

広
越
株
式
会
社
の
担
当
者
の

審
査
に
よ
り
、
評
価
の
高
か
っ

た
「
八
雲
」
チ
ー
ム
の
商
品
を

発
売
し
、好
評
を
得
た
。
ま
た
、

販
売
が
決
ま
っ
た
チ
ー
ム
は
店

舗
に
招
待
し
て
い
た
だ
き
、
自

分
た
ち
が
企
画
し
た
商
品
に
舌

鼓
を
打
っ
た
。
学
生
も
日
頃
の

学
び
が
実
践
で
活
用
で
き
、
ま

た
企
画
し
た
も
の
が
形
に
な
る

こ
と
で
、
よ
り
一
層
学
習
意
欲

が
高
ま
っ
た
。
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行
っ
た
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、

「
お
も
て
な
し
」
へ
の
考
え
方

や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
こ
れ
ま
で
の
半

生
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の「
人
間
力
」

を
解
き
明
か
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
た
今
本
千
晶
さ
ん
（
平
成

28
年
３
月
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
卒
・
広
島
県
／
五
日
市
高

校
出
身
）
は
、
今
回
の
制
作
に

つ
い
て

　
「
こ
れ
ま
で
の
３
作
品
は
、

学
生
よ
り
も
社
会
人
に
人
気
が

ア
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

「
広
島
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
」

を
受
賞
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
た

ち
は
「
協
力
し
て

く
だ
さ
っ
た
企

業
の
方
々
や
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
学

校
の
み
な
さ
ん
、

活
動
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
き

た
先
輩
方
に
心

か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。
今
後
の

活
動
に
も
、
よ
り

一
層
励
ん
で
い

き
ま
す
」
と
、
笑

顔
で
受
賞
の
喜

び
を
語
っ
た
。

表彰状と盾を手にする学生ら

く
、
暗
く
て
湿
度
も
高
い
劣
悪

な
環
境
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
で
懸
命
に
治
療
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
火
炎
放

射
器
で
攻
め
込
ま
れ
た
跡
も

残
っ
て
お
り
、
戦
争
の
悲
惨
さ

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
私
た

　

平
成
28
年
２

月
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
国
際
交
流
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

制
作
に
取
り
組

ん
で
き
た
「
低

学
年
用
副
読
本
」

が
完
成
し
た
。

平
成
28
年
２
月

27
日
か
ら
３
月

10
日
に
は
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
小

学
校
を
訪
問
し

て
「
低
学
年
用

副
読
本
」を
使
っ

た
授
業
を
実
施

し
た
。

　

こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、

ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
の
影
響
に
よ

り
、
教
育
環
境
の
整
備
が
急
務

で
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
い

て
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望

を
持
ち
笑
顔
で
生
活
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
将
来
子
ど
も
た
ち

が
大
人
に
な
っ
た
時
に
自
分
た

ち
で
自
分
の
国
を
復
興
し
て
い

く
意
欲
や
思
い
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
発
足
し
た
。

平
成
23
年
に
１
作
目
の
副
読
本

が
完
成
し
、
日
本
の
戦
後
復
興

の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
に
、産
業
・

経
済
・
教
育
・
生
活
に
つ
い
て

紹
介
す
る
内
容
で
、
小
学
生
を

対
象
と
し
て
い
る
。

　

今
回
２
作
目
の
副
読
本
は
、

小
学
１
年
生
～
３
年
生
を
対
象

に
、
内
容
を
再
構
成
し
た
。
文

字
を
減
ら
し
て
イ
ラ
ス
ト
を
増

や
し
、
フ
ル
カ
ラ
ー
で
仕
上
げ

て
い
る
。
さ
ら
に
「
衛
生
」
に

関
す
る
紹
介
を
加
え
て
よ
り
充

実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の

藤
井
時
さ
ん
（
取
材
当
時
、
経

営
学
科
２
年
・
広
島
県
／
賀
茂

高
校
出
身
）
に
取
り
組
み
に
つ

い
て
聞
い
た
。

　
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
春
と
夏

に
渡
航
し
て
お
り
、
毎
回
約
20

カ
所
の
小
学
校
や
教
育
機
関
を

訪
問
し
て
教
育
支
援
と
衛
生
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

副
読
本
制
作
で
は
、
低
学
年
の

子
ど
も
た
ち
に
わ
か
り
や
す
い

表
現
を
す
る
こ
と
と
、
内
容
を

簡
単
に
し
す
ぎ
な
い
こ
と
の
バ

ラ
ン
ス
に
と
て
も
苦
労
し
ま
し

た
。

　

平
成
28
年
２
月
、
岡
本
ゼ
ミ

に
よ
る
「
オ
キ
ナ
ワ
を
歩
く
」

が
実
施
さ
れ
た
。
沖
縄
戦
の
戦

跡
や
慰
霊
碑
を
３
日
間
か
け
て

歩
い
て
た
ど
り
、
体
験
者
か
ら

当
時
の
話
を
聞
く
ほ
か
、
沖
縄

の
学
生
と
の
交
流
や
ア
メ
リ
カ

軍
基
地
内
の
見
学
な
ど
も
実
施

し
た
。
平
成
19
年

か
ら
毎
年
続
け
て

き
た
こ
の
取
り
組

み
は
今
回
で
10
回

目
を
迎
え
、
こ
れ

ま
で
の
参
加
者
数

は
延
べ
６
０
０
名

を
超
え
る
。

　

今
回
で
２
回
目

の
参
加
と
な
っ
た

眞
鍋
和
人
さ
ん（
取

材
当
時
、
経
済
学

科
３
年
・
愛
媛
県

／
伊
予
高
校
出
身
）

は
、「
軍
医
や
学
徒

隊
の
方
々
が
負
傷

者
の
治
療
を
行
っ

た
壕
は
と
て
も
狭

オ
キ
ナ
ワ
を
歩
く

戦跡をたどって歩く

10
年
続
く
慰
霊
巡
礼

興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

学
生
が
地
域
や
社
会
と
関
わ
り
、
成
長
し
て
い
く
興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

そ
の
な
か
か
ら
、
今
回
は
２
つ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
す
る
。

新しくできた副読本を手に授業をする様子

　

平
成
28
年
４
月
１
日
、
サ
ク

セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
出
版
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
４
作
目
『
社
長
と

現
場
の
プ
ロ
の
半
生　

オ
レ
反

省
「
お
も
て
な
し
編
」』
が
出

版
さ
れ
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
社

会
で
活
躍
す
る
企
業
の
社
長

に
、
仕
事
の
魅
力
や
人
間
力
を

培
う
ヒ
ン
ト
な
ど
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
て
本
に
ま
と
め
、
学

生
を
中
心
に
多
く
の
人
へ
伝
え

る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

１
作
目
は
広
島
県
を
拠
点
と

す
る
企
業
を
テ
ー
マ
に
し
た
作

品
と
な
り
、
２
作
目
は
女
性
の

活
躍
に
注
目
し
て
全
国
の
女
性

社
長
に
話
を
聞
い
た
。
そ
し
て

３
作
目
は
独
自
の
ユ
ニ
ー
ク
な

活
動
に
取
り
組
む
企
業
を
テ
ー

マ
に
、
全
国
各
地
の
社
長
に
取

材
を
行
っ
た
。

　

４
作
目
と
な
る
今
回
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
の
プ
レ

ゼ
ン
で
話
題
に
な
っ
た
流
行
語

「
お
も
て
な
し
」
を
テ
ー
マ
に
、

お
も
て
な
し
の
プ
ロ
と
呼
ば
れ

る
企
業
の
社
長
に
加
え
、
現
場

の
社
員
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
受
賞

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

自
作
「
低
学
年
向
け
副
読
本
」
現
地
で
配
布

　

現
地
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

副
読
本
を
食
い
入
る
よ
う
に
見

つ
め
、
積
極
的
に
質
問
し
て
く

れ
ま
し
た
。
彼
ら
の
姿
に
大
き

な
や
り
が
い
を
感
じ
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
い
う

力
を
も
ら
い
ま
し
た
」
と
笑
顔

を
見
せ
た
。

　

平
成
20
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
の
活
動
に
賛
同
す
る
企
業

も
多
い
。副
読
本
の
制
作
に
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
学
校
建
設
事

業
を
支
援
す
る
株
式
会
社
サ
ー

ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
か
ら
の
支
援

金
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

衛
生
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
ラ

イ
オ
ン
株
式
会
社
か
ら
は
歯
ブ

ラ
シ
や
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
、
花
王

株
式
会
社
か
ら
は
石
鹸
な
ど
の

提
供
が
あ
り
、
学
生
が
現
地
で

行
う
衛
生
指
導
に
活
か
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
株
式
会
社
大

創
産
業
か
ら
鉛
筆
や
ノ
ー
ト
な

ど
の
文
具
の
提
供
が
あ
り
現
地

の
子
ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
協
力
に
つ
い
て
藤

井
さ
ん
は
「
ご
支
援
に
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
の
衛
生
環
境
の
改
善
は
、

教
育
と
同
様
に
重
要
な
問
題
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と

語
っ
た
。

ち
が
た
ど
っ
た
巡
礼
の
道
は
多

く
の
方
が
亡
く
な
っ
た
場
所
で

す
。
当
時
の
状
況
を
想
像
し
な

が
ら
歩
く
な
か
で
、
戦
争
の
悲

劇
を
繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い

と
強
く
思
い
ま
し
た
」
と
真
剣

な
眼
差
し
で
語
っ
た
。

　

戦
後
71
年
と
い
う

時
間
の
経
過
と
と
も

に
、
証
言
者
の
高
齢
化

も
進
ん
で
い
る
。
体
験

者
の
話
を
後
世
に
残

す
た
め
、
慰
霊
巡
礼
の

な
か
で
語
ら
れ
た
話

を
学
生
た
ち
は
本
や

映
像
記
録
に
ま
と
め

て
い
る
。
平
成
28
年
２

月
18
日
に
は
６
冊
目

が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
は
、
今
後
ま
す
ま
す

貴
重
な
資
料
と
な
っ

て
い
く
だ
ろ
う
。

戦争体験者の証言を真剣に聞く学生ら

サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新
作
本
つ
い
に
完
成

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「衛生」に関して説明をする藤井さん

完成した本を手に喜ぶプロジェクトメンバー

　

平
成
28
年
２
月
、
広
島

ユ
ネ
ス
コ
新
春
フ
ェ
ス

タ
に
お
い
て
、
カ
ン
ボ
ジ

あ
っ
た
た
め
、
今
回
は
学
生
に

よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る

作
品
に
し
た
い
と
思
い
、
取
材

対
象
者
を
広
げ
ま
し
た
。

　

取
材
依
頼
か
ら
原
稿
の
作
成

や
校
正
、
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
作

成
な
ど
、作
業
は
膨
大
に
あ
り
、

２
年
間
か
け
て
や
っ
と
完
成
し

ま
し
た
。
学
業
や
就
職
活
動
と

の
両
立
も
大
変
で
し
た
が
、
多

く
の
企
業
の
方
と
出
会
う
な
か

で
学
ん
だ
『
人
間
力
』
が
、
頑

張
り
抜
く
力
に
な
り
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
話
し
た
。
今
本
さ
ん

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
で
会

計
も
務
め
た
こ
と
か
ら
金
融
業

界
へ
の
就
職
を
決
め
た
。

　

本
書
は
、
５
月
に
開
催
さ
れ

る
「
ひ
ろ
し
ま
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
や
大
学
の
イ
ベ

ン
ト
、
一
部
書
店
な
ど
で
販
売

さ
れ
る
予
定
だ
。

取材の様子

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

広島経済大学
特別客員教授による教養特別講義日程

講義統一テーマ　「‘積極的に生きる’」
学生に実社会を学んでもらうとともに、開かれた大学づくりの一環として開講している「教
養特別講義」は、一般の方々にも公開しています（定員250名）。企業のトップをはじめ、
文化・芸能分野などで活躍されている方々に各専門分野について講義していただきます。
※一般聴講の前期受付は終了しました。

平成 28 年度
（前期）

（
社
）
広
島
市
医
師
会　

会
長

松
村
循
環
器
・
外
科
医
院

理
事
長

松マ
ツ
ム
ラ村  

誠マ
コ
ト 

氏

「
習
慣
こ
そ
が
人
生
を
決
め

る
！
」
～
積
極
的
に
生
き
る

た
め
の
鉄
則
～

平
成
28
年
４
月
21
日

第
１
回	

平
成
28
年
４
月
28
日

第
２
回	

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
教
育
学
会

副
会
長

国
際
教
養
大
学
名
誉
教
授

勝カ
ツ
マ
タ又  

美ミ
チ
オ

智
雄 

氏

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
を
目

指
す
に
は
何
が
必
要
か

平
成
28
年
５
月
12
日

第
３
回	

平
成
28
年
５
月
19
日

第
４
回	

平
成
28
年
５
月
26
日

第
５
回	

株
式
会
社
富
士
通
総
研

経
済
研
究
所　

主
席
研
究
員

中
国
人
と
中
国
社
会

平
成
28
年
６
月
２
日

第
６
回	

経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策
局

消
費
者
政
策
研
究
官

谷タ
ニ  

み
ど
り 

氏

消
費
市
場
の
国
際
化
と
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

平
成
28
年
６
月
23
日

第
９
回	

株
式
会
社
経
世
論
研
究
所

所
長三ミ

ツ
ハ
シ橋  

貴タ
カ
ア
キ明 

氏

な
ぜ
日
本
銀
行
は
イ
ン
フ

レ
目
標
達
成
に
失
敗
し
た

の
か
？ 平

成
28
年
６
月
30
日

第
10
回	

平
成
28
年
７
月
７
日

第
11
回	

帝
京
大
学　

名
誉
教
授

志シ
カ
タ方  

俊ト
シ
ユ
キ之 

氏

大
丈
夫
か
、
わ
が
国
の
危
機

管
理
（
積
極
的
平
和
主
義
）

平
成
28
年
７
月
14
日

第
12
回	

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局

事
務
局
長

小オ
ガ
ワ川  

登ト
シ
オ
志
夫 

氏

国
際
協
力
を
考
え
る

～
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

す
す
め
～

平
成
28
年
７
月
21
日

第
13
回	

前 

株
式
会
社
三
菱
総
合
研
究
所 

主
席
研
究
員
、
同
志
社
大
学
大
学
院

ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科 

教
授

浜ハ
マ　

矩ノ
リ
コ子 

氏

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
こ
れ

か
ら
～
次
の
一
歩
を
ど
う

踏
み
出
す
か
～

平
成
28
年
７
月
28
日

第
14
回	

平
成
28
年
６
月
９
日

第
７
回	

厚
生
労
働
省
医
政
局
地
域
医
療

計
画
課
長

「
将
来
の
医
療
と
介
護
を
考

え
る
」―

「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
を
目
指
し
て―

平
成
28
年
６
月
16
日

第
８
回	

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員

安ア
ダ
チ達  

宜ヨ
シ
マ
サ正 

氏

政
治
決
戦
参
議
院
選
挙
を

ど
う
見
る
か

前
駐
米
大
使

上
智
大
学
国
際
関
係
研
究
所

代
表藤フ

ジ
サ
キ崎  

一イ
チ
ロ
ウ郎 

氏

国
際
情
勢
の
読
み
方

株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所

主
席
研
究
員

「
人
口
予
測
か
ら
わ
か
る
こ
れ
か
ら
の

日
本
と
世
界
」
～
昭
和
生
ま
れ
世
代
よ

り
明
る
い
平
成
生
ま
れ
世
代
の
未
来
～

ア
フ
ラ
ッ
ク

シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

住ス
ミ
カ
ワ川  

雅マ
サ
ヒ
ロ洋 

氏

「
頑
張
れ
広
島―

住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
」

広
島
県
警
察
本
部
長

宮ミ
ヤ
ゾ
ノ園  

司ツ
カ
シ史 

氏

国
を
担
う
仕
事
に
携
わ
っ
て

迫サ
コ
イ井  

正マ
サ
ミ深 

氏

藻モ
タ
ニ谷  

浩コ
ウ
ス
ケ介 

氏

柯カ  

隆リ
ュ
ウ 

氏
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サ
ッ
カ
ー
部
が
練
習
す
る
球

技
場
が
最
新
の
人
工
芝
に
張
り

　

昨
年
12
月
27
日
、
プ
ロ
野
球

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
柳
田

悠
岐
選
手
の
「
活
躍
を
祝
う

【
会
長
】
野
口
航
【
副
会
長
】
今
野
雄
斗
、松
田
康
汰
【
財

務
部
長
】
宮
本
恭
光
【
書
記
部
長
】
上
原
清
範
【
厚
生

部
長
】
姫
宮
慎
介
【
情
宣
部
長
】
北
山
七
瀬
【
渉
外
部

長
】
重
信
勇
人
【
文
化
局
長
】
中
西
悠
介
【
体
育
局
長
】

秋
本
大
輔
【
大
学
祭
実
行
委
員
長
】
中
村
和

第 49 期 学友会役員

　長期休暇を中心に、みんなで山
や海などに出かけてキャンプや季
節のレジャースポーツを楽しんで
います。また、訪れた先での清掃
活動を通して、自然に感謝する気
持ちを養っています。
　創設2年目を迎え、現在は24
名の仲間と活動中。メンバーの仲
が良く、いつも和気あいあいと活
動しています。ミーティングでは、
行きたい場所や取り組んでみたい
ことなどを積極的に話し合い、み
んなの「ワクワク」を企画にまと
めていきます。仲間たちとアウト
ドアの楽しさを共有するなかで、

さまざまな考え方やものの見方、コミュニケーションの大切さなどを学べるこ
とがこのサークルの大きな魅力です。ここで出会った仲間たちとの絆は、卒業
後もつながっていくと思います。まだ新しいサークルですが、この絆を大切に
して、広島経済大学の歴史あるサークルのひとつにしていきたいと思っていま
す。
　自然の美しさやアウトドアスポーツが好きな人はもちろん、新しい趣味を持
ちたい人、友達をつくりたい人、楽しいことが好きな人に向いています。

活動日・時間／第1・第3土曜日（10時～）
場所／川・山・海など
活動内容／キャンプやフィッシング、季節のレジャースポーツなど

楽しい仲間と
自然を満喫！

アウトドア愛好会

学位記授与式の様子

平
成
27
年
度

学
位
記
授
与
式
挙
行

　

３
月
17
日
、
上
野
学
園
ホ
ー
ル
（
広
島
市
中
区
）

に
お
い
て
、
平
成
27
年
度
学
位
記
授
与
式
が
、
厳

粛
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

経
済
学
科
２
７
５
名
、
経
営
学
科
２
３
３
名
、

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
68
名
、
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
55
名
が
学
士
（
経
済
学
）
に
、
ス
ポ
ー
ツ
経

営
学
科
55
名
が
学
士
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
）
に
、

大
学
院
前
期
課
程
２
名
が
修
士（
経
済
学
）と
な
っ

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
及
び
大
学
院
の
代
表
が
壇
上

に
上
が
り
、
前
川
学
長
か
ら
学
位
記
を
受
け
取
っ

た
。
同
時
に
教
育
職
員
免
許
状
授
与
式
も
行
わ
れ
、

免
許
状
が
授
与
さ
れ
た
。
続
い
て
、
学
業
に
優
れ
、

他
学
生
の
模
範
と
な
っ
た
卒
業
生
に
学
長
賞
、
優

秀
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　

式
辞
に
立
っ
た
前
川
学
長
は
「
卒
業
生
、
修
了

生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
、
修
了
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ん
が
在
籍
し
た
期
間
は
大
学
も
、
日

本
も
、
そ
し
て
世
界
も
激
動
の
時
代
で
し
た
。
身

近
な
も
の
で
は
本
学
近
隣
で
発
生
し
た
土
砂
災
害

で
す
が
、
学
生
・
教
職
員
が
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
貴
重
な
体
験
で
す
。
人
の
た
め
に
働
き
、

人
か
ら
感
謝
さ
れ
る
と
い
う
体
験
は
、
今
後
の
人

生
の
指
針
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
経
済
学
の

知
見
も
、
大
学
時
代
で
獲
得
し
た
大
き
な
財
産
で

す
。
経
済
問
題
、
あ
る
い
は
人
生
の
問
題
に
遭
遇

し
た
時
、
経
済
学
の
も
つ
力
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
ま
た
本
学
に
対
す
る
社
会
的
評
価
が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
自
信
を
持
っ
て
、
何
事

に
も
臆
す
る
こ
と
な
く
本
学
で
培
っ
た
人
間
力
を

発
揮
し
社
会
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
卒
業
生
を
激
励
。

　

多
数
の
保
護
者
、
来
賓
、
教
職
員
が
見
守
る
中
、

卒
業
生
は
新
た
な
門
出
の
祝
福
を
受
け
、
式
は
緊

張
の
中
に
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
終
了
し

た
。

学
部
６
８
６
名
、大
学
院
２
名
が
晴
れ
の
巣
立
ち

サ 

ー
ク
ル
ニ
ュ
ー
ス

サ 

ー
ク
ル
ニ
ュ
ー
ス

球
技
場
人
工
芝
張
り
替
え

工
事
完
了

「
柳
田
選
手
の
活
躍
を
祝
う
会
」開
催

出席者に向けて挨拶をする柳田選手

張り替えられた古い芝

最新の人工芝となった球技場

替
え
ら
れ
た
。
平
成
20
年
に
人

工
芝
に
移
行
後
、
８
年
ぶ
り
の

全
面
張
り
替
え
と
な
る
。
新
グ

ラ
ウ
ン
ド
と
な
り
新
た
な
気
持

ち
で
臨
む
選
手
た
ち
の
更
な
る

飛
躍
を
期
待
し
た
い
。

　

学
内
の
広
報
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、*

中
国
新
聞
キ
ャ

ン
パ
ス
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
彼
を
要
チ
ェ
ッ
ク
。

経
大
の

特
集
Vol.2

＊【
中
国
新
聞
キ
ャ
ン
パ
ス
リ
ポ
ー
タ
ー
と
は
】
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
国
と
中
国
新
聞
社
の
包
括
連
携

協
力
協
定
に
よ
り
、
２
０
０
８
年
に
始
ま
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
リ
ポ
ー
タ
ー
制
度
。

［Thanks to 広島経済大学］　卒業にあたり巣立ちのメッセージ

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

名
前
：
下し

も

い

だ

井
田 

廣ひ
ろ

 

（
取
材
当
時
、
メ
デ
ィ

 

ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
１ 

 

年
・
広
島
県
／
安
佐 

 

北
高
校
出
身
）

【
要
チ
ェ
ッ
ク
の
理
由
】

　
「
中
国
新
聞
キ
ャ
ン
パ
ス
リ

ポ
ー
タ
ー
」
に
お
い
て
、
学

生
な
ら
で
は
の
視
点
で
学
内

ニ
ュ
ー
ス
を
独
自
に
調

査
し
、
発
信
し
て
い
る
。

そ
の
努
力
が
認
め
ら

れ
、
本
学
初
の
【
キ
ャ

ン
パ
ス
リ
ポ
ー
タ
ー
奨

励
賞
（
教
育
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
中
国
賞
）】
を
受

賞
。
学
内
の
情
報
収
集

に
も
意
欲
的
で
、
継
続

的
に
取
材
、
出
稿
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
を
評
価
。 

■
キ
ャ
ン
パ
ス
リ
ポ
ー
タ
ー
を

は
じ
め
た
キ
ッ
カ
ケ

　

消
極
的
で
人
見
知
り
の
自
分

を
変
え
る
こ
と
と
、
自
分
の
文

章
力
を
磨
い
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

■
印
象
に
残
っ
た
取
材
や
記
事

　

留
学
生
の
「
日
本
文
化
を
学

ぶ
旅
行
」
に
１
日
か
け
て
同
行

自
薦
・
他
薦
問
い
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
周
り
の
凄
い
人

を
広
報
課
ま
で
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
！ 

取
材
し
た
こ
と
で
す
。
こ
の
取

材
が
、
自
分
自
身
の
力
だ
け
で

初
め
て
新
聞
掲
載
さ
れ
た
記
事

だ
っ
た
の
で
、
本
当
に
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
掲
載
記

事
を
見
た
留
学
生
は
言
葉
で
は

表
し
き
れ
な
い
程
喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
。
私
が
書
い
た
記
事
を

見
て
喜
ん
で
く
れ
る
人
が
い
る

こ
と
を
、
本
当
に
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。

■
奨
励
賞
受
賞
の
感
想

　

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

奨
励
賞
を
受
賞
す
る
ま
で
に

様
々
な
挫
折
や
苦
労
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
こ
ま
で

頑
張
れ
た
の
は
沢
山
の
人
に
支

え
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
奨
励
賞

に
込
め
ら
れ
た
想
い
を
胸
に
、

自
分
が
支
え
ら
れ
た
分
、
こ
れ

か
ら
は
支
え
る
側
の
人
間
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
」
が
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
広
島
で
行
わ
れ
た
。
昨
季

達
成
し
た
打
率
３
割
・
30
本
塁

打
・
30
盗
塁
以
上
の
「
ト
リ
プ

ル
ス
リ
ー
」
で
一
躍
、
球
界
の

顔
と
な
っ
た
柳
田
選
手
を
祝
う

た
め
に
、
本
学
硬
式
野
球
部
Ｏ

Ｂ
会
と
教
職
員
約
１
２
０
人
が

集
ま
っ
た
。
大
学
時
代
か
ら

今こ
ん
に
ち日
ま
で
の
活
躍
を
ま
と
め
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
や
柳
田
選
手
の
サ

イ
ン
入
り
グ
ッ
ズ
の
抽
選
会
な

ど
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
と

な
っ
た
。
今
季
は
日
本
で
前
人

未
到
の
「
40
本
塁
打
、40
盗
塁
」

と
高
く
目
標
を
掲
げ
た
柳
田
選

手
の
益
々
の
活
躍
に
期
待
し
た

い
。

柳田選手を祝う特製ケーキ

サ
ー
ク
ル
戦
績

○
陸
上
競
技
部

▽
第
99
回
日
本
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
【
20
㎞
競
歩
】
山
岡
祥

悟○
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
＝
咲
賀
翔

平▽
第
30
回
デ
ン
ソ
ー
カ
ッ
プ

チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ッ
カ
ー
宮
崎
大

会　

中
国
四
国
大
学
選
抜
選
手

と
し
て
出
場

○
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
＝
西
迫

栞
、
坂
上
柊

▽
大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
地
域
対

抗
戦
２
０
１
６　

四
国
大
学
選

抜
選
手
と
し
て
出
場

○
競
技
ス
キ
ー
部
＝
大
村
拓
人

▽
第
89
回
全
日
本
ス
キ
ー
選
手

権
大
会
出
場

○
書
道
愛
好
会

▽
第
57
回
全
国
書
道
展【
金
賞
】

上
川
淳
平
、【
銀
賞
】
重
山
剛

毅
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平
成
27
年
度

　

就
職
活
動
を
振
り
返
る

　

平
成
27
年
度
の
就
職
内
定
率

は
、
平
成
28
年
３
月
18
日
時
点

で
95
・
０
％
（
就
職
希
望
者
）

と
な
っ
た
。
就
職
状
況
が
好
調

だ
っ
た
昨
年
と
同
様
に
高
い
水

準
で
学
生
の
就
職
が
決
ま
っ
て

い
る
。

　

平
成
27
年
度
の
就
職
活
動
で

は
、
経
団
連
（
日
本
経
済
団
体

連
合
会
）
加
盟
企
業
の
選
考
解

禁
時
期
が
前
年
度
よ
り
も
３
ヵ

月
後
ろ
倒
し
の
３
月
、
選
考
開

始
が
４
ヵ
月
後
ろ
倒
し
の
８
月

で
あ
っ
た
。

　

本
学
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
職
員
が
、
こ
う
し
た
就
職

活
動
時
期
の
変
更
に
準
備
不
足

や
ス
タ
ー
ト
の
遅
れ
な
ど
が
な

い
よ
う
早
め
の
対
策
を
呼
び
か

け
、
ゼ
ミ
教
員
と
の
連
携
も
強

化
し
て
学
生
の
就
職
支
援
に
取

り
組
ん
だ
。

　

ま
た
、
本
学
で
は
採
用
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
大
幅
な
変
更
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
企
業
側
と
も
積

極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
、
地
元
を
中
心
と
し
た

優
良
企
業
４
０
０
社
を
目
標
に

企
業
訪
問
も
実
施
。
訪
問
先
で

は
、
求
人
状
況
や
企
業
の
求
め

る
人
材
像
に
つ
い
て
の
情
報
を

収
集
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
企
業
で
本
学
卒
業
生
の

活
躍
ぶ
り
や
離
職
率
な
ど
の

情
報
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
企
業
と
の
密
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
一

人
ひ
と
り
に
あ
わ
せ
た
本
学
独

自
の
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
」
の

就
職
支
援
を
実
現
す
る
重
要
な

要
素
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

学
生
の
こ
と
を
よ
く
知
る
ゼ

ミ
教
員
と
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
や
、
学
生
一
人
ひ
と

り
の
就
職
状
況
を
把
握
し
て
効

果
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
「
就

職
活
動
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
活

用
な
ど
、
本
学
独
自
の
充
実
し

た
就
職
支
援
は
、
学
生
か
ら
の

信
頼
が
厚
く
、満
足
度
も
高
い
。

平成 27 年度 主な就職先一覧（順不同）

農業
㈱村上農園

建設業
大和ハウス工業㈱、住友林業㈱、セキスイハイム中四国㈱、エス・
バイ・エル・カバヤ㈱、㈱日本ハウスホールディングス、前田道
路㈱、大新土木㈱、㈱カシワバラ・コーポレーション、中電プラ
ント㈱、佐藤建設工業㈱、日塗㈱、㈱エレコン、㈲木下組、㈱
マエダハウジング

製造業
西川ゴム工業㈱、湧永製薬㈱、広島アルミニウム工業㈱、ヒロボー
㈱、福留ハム㈱、㈱あじかん、中国木材㈱、㈱ウッドワン、日新製
鋼㈱呉製鉄所、㈱サンポール、㈱ダイクレ、ホーコス㈱、㈱研創、
㈱シンギ、カイハラ㈱、名古屋製酪㈱、㈱藤い屋、広島駅弁当㈱、
田中食品㈱、濱本工芸㈱、エーエスレジン㈱、小野谷機工㈱、㈱
太田胃散、㈱オガワ、日本アイ・エス・ケイ㈱、大晃機械工業㈱、
東邦地下工機㈱、シージーケー㈱、㈱シブヤ、大和冷機工業㈱、
㈱府中テンパール、共永興業㈱

情報通信業
㈱ＮＴＴデータ中国、㈱ＮＴＴマーケティングアクト、㈱ハイエレコ
ン、㈱ＴＳＳプロダクション、日本自動化開発㈱、㈱サイネックス、
アンデックスソリューション㈱、㈱ジェネス、㈱アイエスエフネット、
システムインテリジェンス㈱、㈱岡山システムサービス、㈱ヒロケイ、
㈱コスモネット

運輸業
㈱広交本社、中国ジェイアールバス㈱、日本郵便㈱、福山通運㈱、
日本通運㈱、㈱中国シッピングエージェンシイズ、双葉運輸㈱、㈱
ティーユーロジネット、マツダロジスティクス㈱、一宮運輸㈱、シモ
ハナ物流㈱、佐川急便㈱中国支社、広電エアサポート㈱、㈱サカ
イ引越センター

卸売・小売業
㈱イズミ、㈱エディオン、日立コンシューマ・マーケティング㈱、富
士ゼロックス広島㈱、リコージャパン㈱、キヤノンシステムアンド
サポート㈱、ホシザキ中国㈱、㈱エバルス、㈱サンキ、ティーエス
アルフレッサ㈱、イオンリテール㈱、㈱セブン－イレブン・ジャパ
ン、㈱ハローズ、マックスバリュ西日本㈱、コカ・コーラウエスト
㈱、㈱コスモス薬品、㈱三村松、㈱あさひ、青山商事㈱、㈱体育
社、㈱メガスポーツ、㈱酒商山田、㈱やまひろ、㈱ツルハグループ
ドラッグ＆ファーマシー西日本、伊藤忠エネクスホームライフ西日本
㈱、㈱ポーラ、㈱西原商会、広川㈱、㈱アムロン、市川物産㈱、ヤ
チヨコアシステム㈱、理研産業㈱、㈱弘法、大田鋼管㈱、岡重㈱、
武蔵鋼管㈱、中国機材設備㈱、三親電材㈱、東中国スズキ自動車㈱、
蔵田ファイリング㈱、ライト電業㈱、山陰三菱電機機器販売㈱、ト
ヨタＬ＆Ｆ広島㈱、㈱カワニシホールディングス、西日本メディカル
リンク㈱、広島水産㈱、㈱玉井歯科商店、㈱福井亀之助商店、丸
井産業㈱、広島魚市場㈱、㈱大創産業、大黒天物産㈱、㈱ユアー
ズ、㈱万惣、㈱ドン・キホーテ、㈱フジ、㈱コメリ、㈱ナフコ、㈱ワー
ルドストアパートナーズ、㈱アージュ、㈱ミツボシコーポレーション、
東京靴㈱、㈱２１、㈱フランス屋、㈱エブリイ、サントリービバレッ
ジサービス㈱、いすゞ自動車中国四国㈱、㈱スズキ自販島根、日産
プリンス広島販売㈱、広島トヨペット㈱、広島トヨタ自動車㈱、ホ
ンダ自動車販売広島㈱、ダイハツ広島販売㈱、ネッツトヨタ瀬戸内
㈱、トヨタカローラ広島㈱、広島三菱自動車販売㈱、山口マツダ㈱
㈱アンフィニ広島、日産プリンス愛媛販売㈱、広島スバル㈱、山口
トヨタ自動車㈱、㈱スズキ自販広島、㈱コンクエスト、ダンロップ
タイヤ中国㈱、ブリヂストンリテールジャパン㈱、ブリヂストンタイ
ヤジャパン㈱、㈱ザグザグ、㈱ププレひまわり、㈱アルビオン、㈱
大野石油店、四国ガス燃料㈱、㈲サンキョウ、㈱ステップ、㈱下村
時計店、アスカ㈱、ナイガイグループ

金融業、保険業

㈱三井住友銀行、㈱広島銀行、㈱山口フィナンシャルグループ、㈱
西京銀行、信金中央金庫、広島信用金庫、呉信用金庫、しまなみ
信用金庫、しまね信用金庫、広島県信用組合、広島市信用組合、
信用組合広島商銀、中国労働金庫、㈱中国しんきんカード、㈱かん
ぽ生命保険、日本生命保険（相）、第一生命保険㈱、明治安田生命保
険（相）、大和証券㈱、丸三証券㈱

不動産業、物品賃貸業

イオンモール㈱、マツダエース㈱、住友不動産販売㈱、三井住友ト
ラスト不動産㈱、㈱エイブル、マツダオートリース㈱、穴吹興産㈱、
大東建託㈱、㈱マリモ、東亜地所㈱、オールハウス㈱、㈱プランニ
ングサプライ、㈱良和ハウス、㈱合人社計画研究所、㈱不二ビルサー
ビス、西尾レントオール㈱、㈱リョーキ、㈱トヨタレンタリース広島

学術研究、専門・技術サービス業
ユメノソラホールディングス㈱　ほか

宿泊業、飲食サービス業
㈱ホテルニューヒロデン、㈱法華倶楽部、アパホテル㈱、㈱ジョイ
フル、㈱ウィズリンク、㈱物語コーポレーション、㈱あきんどスシロー、
㈱はま寿司、広越㈱、イズミ・フード・サービス㈱、サンフィールド
㈱、マルシェ㈱、㈱ゼンショーホールディングス

その他サービス業

㈱広島東洋カープ、㈱エイチ・アイ・エス、西鉄旅行㈱、㈱アスカ
ネット、西日本高速道路エンジニアリング中国㈱、西日本リネンサ
プライ㈱リースキン、㈱サニクリーン広島、㈱ルネサンス、㈱保険ひ
ろば、ユウベル㈱、三平興業㈱、㈱篠本照明、㈱ジャステム西広、
㈱平和広告、㈱速太郎本部、㈱さんびる、㈱ジエブ

教育・学習支援
学校法人石田学園広島経済大学、㈱５コーポレーション

医療・福祉
独立行政法人　国立病院機構中四国グループ、湖山医療福祉グルー
プ医療法人社団ひがしの会、社会福祉法人三矢会太田川学園、医
療法人せのがわ、医療法人社団ヤマナ会、医療法人好縁会

複合サービス事業
広島市農業協同組合、広島中央農業協同組合、広島北部農業協同
組合、福山市農業協同組合、三原農業協同組合、安芸農業協同組合、
大分県農業協同組合中央会、石見銀山農業協同組合、芸南農業協
同組合、生活協同組合コープえひめ、邑智郡森林組合

公務
厚生労働省都道府県労働局労働基準監督署、広島市役所、熊野町
役場、広島県警察、島根県警察、高知県警察、広島市消防局、呉
市消防局（1種）、大洲地区広域消防事務組合、宇部山陽小野田消防
局、防衛省海上自衛隊

平成28年度 進路・就職支援プログラムスケジュール
実施日 進路・就職支援プログラム 対象

平成28年

4月 公務員ガイダンス 1～3年次生

5月 ４年次生就職ガイダンス① 4年次生

３年次生ゼミ就職ガイダンス 3年次生

学内合同企業説明会（第６回、第７回） 4年次生

6月 就職情報サイト活用講座（プレオープン） 3年次生

就職説明会（広島） 3年次生保護者

7月 就職説明会（中四国5会場） 3年次生保護者

４年次生就職ガイダンス②
4年次生

学内合同企業説明会（第８回、第９回）

早
期
の
準
備
が
カ
ギ

サ
ポ
ー
ト
の

　

さ
ら
な
る
強
化

　

近
年
、
就
職
活
動
の
一
環
と

し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
注

目
さ
れ
て
お
り
、
本
学
で
は
平

成
27
年
６
月
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
支
援
を
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
が
一
括
し
て
行
っ
て
い

る
。
金
融
や
百
貨
店
、
メ
デ
ィ

ア
関
連
な
ど
、
96
社
の
企
業
の

協
力
を
得
て
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
と
の

連
携
を
広
げ
て
い
く
。
一
般
的

に
は
３
年
次
に
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
が
、
本
学
で
は
２
年
次
か

ら
の
参
加
を
勧
め
て
い
る
。
早

い
時
期
に
企
業
と
の
接
点
を
持

つ
こ
と
で
、
将
来
の
方
向
性
に

つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
３
年

次
に
再
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
臨
ん
で
経
験
を
深
め
る
こ
と

も
可
能
だ
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
の

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
就

職
活
動
を
控
え
た
３
年
次
生
全

員
と
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員

と
の
個
別
面
談
を
実
施
し
た
。

就
職
活
動
の
準
備
状
況
は
も
ち

ろ
ん
、
本
学
の
志
望
理
由
や
学

生
生
活
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
聞
き
、
学
生
の
“
個
性
”
を

把
握
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
人

ひ
と
り
に
あ
っ
た
就
職
支
援
が

可
能
と
な
る
。

　

本
学
独
自
の
「
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
」
の
就
職
支
援
は
、
今
後

も
強
化
し
て
い
く
。

就職ガイダンス

面接・グループディスカッション対策講座

卒業生による就活セミナー

学内証明写真撮影会

学内合同企業説明会

▼▼▼▼▼▼　　写真で振り返る支援プログラム　　▼▼▼▼▼▼

公務員養成講座

実施日 進路・就職支援プログラム 対象

8月 公務員夏期集中講座 1～3年次生

9月 ４年次生就職ガイダンス③ 4年次生

10月 学内合同企業説明会（第10回、第11回、第12回） 4年次生

３年次生第１回就職ガイダンス 3年次生

11月 ３年次生第２回就職ガイダンス 3年次生

公務員ガイダンス 1～3年次生

12月 ３年次生第３回就職ガイダンス
3年次生

ＳＰＩ・一般常識模擬テスト

Ｕターン就活講座 1～3年次生

実施日 進路・就職支援プログラム 対象

平成29年

1月 ３年次生第４回就職ガイダンス 3年次生

2月 ３年次生第５回就職ガイダンス

3年次生
面接・グループディスカッション対策講座

学内証明写真撮影会

卒業生による就活セミナー

公務員合宿 1～3年次生

3月 ３年次生第６回就職ガイダンス
3年次生

学内合同企業説明会（第1回～第5回）

平成28年3月18日現在
※日程、会場等は変更になる場合がありますので、１ヵ月前に配信する案内ールで必ず詳細を確認してください。

保護者向け就職説明会

就職情報サイト活用講座
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保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）
保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）
保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

　本学では、広島経済大学の最新情報を月初
めにメールマガジンで配信しています。ぜひ、
ご登録のうえご覧いただき、広島経済大学及び
学生たちのことを知る一助にしていただければ
と思います。保護者の皆様の多数のご登録をお
待ちしております。

■平成 28 年度 AO、推薦、一般、入試センター入学試験結果

入試制度 募集人員
（人）

志願者数
（人）

受験者数（A）
（人）

合格者数（B）
（人）

競争率（A/B）
（人）

AO 入学試験 20 25 25 7 3.6

推薦入学試験 360 703 698 568 1.2 

一般入学
試験

（1 期） 280 1,325 1,270 536 2.4 

（2 期） 55 286 275 92 3.0

入試センター
入学試験

（1 期） 105 718 718 511 1.4

（2 期） 30 93 93 72 1.3

計 850 3,150 3,079 1,787

入 学 試 験 結 果平成28年度

新　

任
人　

事

〈
平
成
28
年
４
月
１
日
付
〉

◆
教
育
職

学生の皆さんへ
　『論集』には先生方の最新の研究成果が掲載されています。最新号は、1 号館
玄関・図書館・メディア情報センター等に置いていますので、 各自自由に持ち
帰ってください。また、バックナンバーをご希望の場合は、地域経済研究所ま
で来てください。

◆広島経済大学経済研究論集　第38巻　第3号（2015年12月）
　安蘓　幹夫教授 ・村山　秀次郎教授 退任記念号
安蘓　幹夫教授 写真・略歴・業績
村山　秀次郎教授 写真・略歴・業績
安蘓　幹夫先生のご退任に寄せて 厚母　浩　（教　授）
村山　秀次郎先生のご退任に寄せて 上野　信行（教　授）

【論　説】
野外上映型映画祭の現状と展開方向 矢澤　利弘（教　授）
スマートフォン市場におけるロックイン戦略の検証
―Apple と Samsung の戦略ポジション― 山本　雅昭（教　授）
企業博物館と競争優位 堀江　浩司（准教授）
カーシェアリングビジネスにおける共通価値の創造
―ジップカーの事例を中心として― 山内　昌斗（准教授）
中国の第1次全国経済センサス（2004年）・第2次全国経済
センサス（2008年）から見た社会資本の整備 楊　義申　（准教授）

【平成27年度学位論文要旨】
Econometric Analysis of the Exchange Rate Regimes for Asia-5
Countries during Pre and Post-Asian Economic Crisis in 1997 Amirullah Setya Hardi
中国の対外経済進出戦略・政策に関する研究
―対外直接投資を中心として― 呉　力明
◆広島経済大学研究論集　第38巻　第3号（2015年12月）
　三村 文武教授 退任記念号
三村 文武 教授 写真・略歴・業績
三村 文武先生のご退任によせて

【論　説】
社会経済データ多目的空間検索表示サーバーシステム 高石　哲弥（教　授）
 田中章司郎（教　授）
 山平　耕作（株式会社日立製作所ITプラットフォーム事業本部DB部）
地元プロ・スポーツチームのチームイメージ，チーム同一性と地域愛着
 松本　耕二（准教授）
 渡辺　泰弘（准教授）
大学生のTwitterアカウントの自動検出 石野　亜耶（助　教）

【研究ノート】
納税者の視点から見た日本の租税法に関する基礎的研究（Ⅲ）
 餅川　正雄（教　授）

【研究集会報告】
Incorporation of Socio-Economic Data into the Analysis of 
Remotely-Sensed Images: Basic Quantitative Strategy to Explore 
Functional Forms of Deforestation 田中章司郎（教　授）

◆
事
務
職

キャリアセンター

土
つ ち だ

田　晃
こうすけ

輔
学務センター教務課

松
まつもと

本 真
ま ゆ こ

由子
保健室

宝
ほうりゅう

竜　郁
い く え

恵

図書館

植
うえむき

向 由
ゆ か り

香里

役
職
就
任

〈
平
成
28
年
４
月
１
日
付
〉

◆
教
育
職

【
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
主
任
】

丹
羽
啓
一
【
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ

ネ
ス
学
科
主
任
】
北
野
尚
人

昇　

任

〈
平
成
28
年
４
月
１
日
付
〉

◆
教
育
職

【
教
授
】
新
垣
繁
秀
・
小
笠
原

礼
以
・
胤
森
裕
暢
・
堀
江
浩

司
・
松
本
耕
二
・
宮
畑
加
奈
子
・

山
内
昌
斗
【
准
教
授
】
天
王

寺
谷
達
将退　

職

〈
平
成
28
年
３
月
31
日
付
〉

◆
教
育
職

【
教
授
】
清
家
浩
・
松
水
征
夫
・

増
原
義
剛
・
矢
澤
利
弘
【
准

教
授
】
藤
田
順
也
・
櫻
井
雅

助教

森
もりわき

脇　敏
と し お

雄

担
当
科
目

財
務
会
計
論
ほ
か

助教

森
もり

　瑞
み ず き

樹

担
当
科
目

必
修
英
語
Ｂ
Ⅰ
ほ
か 助教

平
ひらした

下　義
よしのり

記

担
当
科
目

日
本
の
歴
史
Ⅰ
ほ
か

　

学
内
に
お
い
て
学
生
懸
賞
論

文
各
賞
の
授
与
式
が
行
わ
れ

た
。
本
学
の
学
生
懸
賞
論
文
は

論
文
作
成
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
技
法
の
会
得
や
先
生
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
な

ど
、
人
間
形
成
の
場
と
な
る
よ

う
に
企
画
さ
れ
て
い
る
。
審
査

結
果
は
以
下
の
と
お
り
。

▽
最
優
秀
賞
（
１
編
）：

保
田
昌
哉
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ

ス
学
科
３
年
）

【
論
文
題
目
】
日
本
の
音
楽
産

業
の
歴
史
と
未
来
～
音
楽
ビ
ジ

ネ
ス
で
成
功
す
る
た
め
に
～

（
指
導
教
員
：
貫
名
貴
洋
）

▽
優
秀
賞
（
２
編
）：

岡
野
耕
兵
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ

ス
学
科
３
年
）

【
論
文
題
目
】
各
国
に
お
け
る

教
育
法
制
と
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
に
つ
い
て
（
指
導
教
員
：

貫
名
貴
洋
）

石
本
健
悟
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ

ス
学
科
３
年
）

【
論
文
題
目
】
消
費
増
税
と
経

済
の
関
係
（
指
導
教
員
：
貫
名

貴
洋
）

▽
奨
励
賞
（
５
編
）：

小
林
泰
之
（
経
済
学
科
４
年
）

【
論
文
題
目
】
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

の
生
き
残
り
戦
略
に
つ
い
て
の

研
究
（
指
導
教
員
：
矢
澤
利
弘
）

足
立 

拓
矢
（
経
営
学
科
４
年
）

【
論
文
題
目
】
人
的
資
源
管
理
と

理
論
の
関
係
性
の
考
察
～
働
く

人
々
の
ニ
ー
ズ
と
そ
の
対
策
～

（
指
導
教
員
：
天
王
寺
谷
達
将
）

矢
野
文
貴
（
経
済
学
科
３
年
）

奥
響
介
（
経
営
学
科
３
年
）、

大
森
友
博
（
経
営
学
科
３
年
）

【
論
文
題
目
】
音
楽
フ
ェ
ス
に
お

け
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関

係
性
に
関
す
る
研
究―

サ
ー
ビ

ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
視
点
か

ら―

（
指
導
教
員
：
矢
澤
利
弘
）

孫
佳
増
（
経
営
学
科
３
年
）、

内
山
敦
史
（
経
営
学
科
３
年
）、

中
川
尚
拓
（
経
営
学
科
３
年
）

【
論
文
題
目
】
見
ら
れ
た
く
な

い
広
告―

ス
キ
ッ
プ
型
広
告
の

広
告
効
果
の
検
証―

（
指
導
教

員
：
細
井
謙
一
）

受賞者（最優秀賞、優秀賞）

平
成
27
年
度
後
期
資
格
表
彰
者
（
学
年
は
表
彰
当
時
の
も
の
）

▽
学
長
表
彰
者

●
国
家
公
務
員
一
般
職
（
大
卒

程
度
）
近
藤
辰
栄
（
経
済
学
科

４
年
）、
田
邊
智
大
（
経
営
学

科
４
年
）

●
国
家
公
務
員
専
門
職
（
大
卒

程
度
）
入
江
佑
太
朗
（
経
営
学

科
４
年
）

●
地
方
公
務
員
上
級　

近
藤
辰

栄
（
経
済
学
科
４
年
）、
入
江

佑
太
朗
（
経
営
学
科
４
年
）

●
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
（
７
０
０
点
以

上
）
イ
ア
ン 

フ
ェ
ブ
リ 

ハ
リ

ヨ
ノ
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学

科
１
年
）

●
宅
地
建
物
取
引
士　

内
山
敦

史
（
経
営
学
科
３
年
）、
中
林

橋
兵
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学

科
３
年
）

▽
学
部
長
表
彰
者

●
日
商
簿
記
検
定
２
級　

住
本

恭
一
（
経
営
学
科
３
年
）、
庭

木
克
好
（
経
営
学
科
３
年
）、

石
山
智
也
（
経
営
学
科
３
年
）

●
文
章
読
解
・
作
成
能
力
検
定

２
級　

坂
根
大
貴
（
経
営
学
科

３
年
）、
高
橋
祥
平
（
経
済
学

科
３
年
）、
和
田
敏
拓
（
経
営

学
科
２
年
）、
石
本
健
悟
（
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
３
年
）

●
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
技
能
検
定
２
級　

山
下

諒
治
（
経
済
学
科
４
年
）、
安

保
拓
海
（
経
済
学
科
２
年
）

平
成
27
年
度
学
生
懸
賞
論
文
審
査
結
果

（
学
年
は
表
彰
当
時
の
も
の
）表彰式参加者

受賞者（奨励賞）

●
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験　

三

宅
裕
貴
（
経
営
学
科
３
年
）

●
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
５
０
０
点
以
上

　

山
内
清
晴
（
経
済
学
科
４

年
）、
田
中
悠
大
（
ス
ポ
ー
ツ

経
営
学
科
２
年
）

表彰式参加者

岸
副
鈴
菜
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ

ス
学
科
３
年
）

【
論
文
題
目
】
声
優
が
Ｃ
Ｄ
を

販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ

る
経
済
効
果
（
指
導
教
員
：
貫

名
貴
洋
）

充◆
事
務
職

【
保
健
室
】
安
藤
好
子
【
図
書

館
】
豊
田
香
代
子

異　

動

〈
平
成
28
年
４
月
１
日
付
〉

◆
事
務
職

【
入
試
・
広
報
戦
略
室
】
山
本

俊
介 

係
長訃　

報

名
誉
教
授

藤
谷
健
（
ふ
じ
た
に
つ
よ
し
）

　

平
成
27
年
８
月
30
日
、
ご
逝

去
さ
れ
た
。
83
歳
。

　

平
成
８
年
４
月
本
学
に
就

任
、
平
成
15
年
３
月
の
退
職
ま

で
本
学
に
尽
力
さ
れ
た
。

2016
ひろしまフラワーフェスティバル

参加のお知らせ

　今年もひろしまフラワーフェスティバ
ルに“興動人ひろば”で参加します。学
生を中心としたさまざまな催し（椎茸原
木コマ打ち体験や応援うちわづくりなど）
を用意し、皆様の来場をお待ちしており
ます。ぜひお越しください！

5月3日（火）～5日（木）

平成28年度
  オープンキャンパス開催のお知らせ


